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海王星の下矩　光度6・1等・赤輕1h29m・赤緯：＋8。42ノ．親直纒3”6・
水星が西方に離角20。41／，光度負0・3等・観直経6”6・月初め天秤座のαと
βのV9　L“中央にあるが，中旬には蜴のβとδの間をすぎ，アンタ｝レスの
北を通って月末には蛇遣θの北に到る．
海ヨ三星（1ヒ301！）と月と會合・
木星（北603！）．と月と丁合・木星の覗直経は31．／t・光度一1・4等；・乙女座0
の近くを順行中・
海王星の停留・
水星（北60161）と月と會合
火星（北1。16つと月と吐合火星は射手座・の南より，月末には山羊座
の西端に到る・覗工期4”4．
刀により金星が掩蔽される・練）・て18時1分には土星が掩蔽される・遊
星が月に掩蔽されるのは珍らしい現象であろが，遊星が相若いて2つも掩
蔽されるのは非常に珍らし）・・月齢は約3・2であって地球照もよく見ら
オしるだろう・金星は三ケ月形に輝）・てるる・これが月のほし“四線（暗い線）
から潜入する・17時13分には西南より少しく南よりの方向から出現する．
土星は金星が潜入した後，18時1分に北北東の縁（月の暗い部分）より潜
入し18時58分には西方より出現する・掩蔽の時刻は金星の場合には三
ケ刀形に見えてみる爾縁，土星のときは環や本膿の潜入時刻を測る・時
計は前後1日くらいラヂオと比較し大切に取扱ふ・1秒以内正確に時刻を
知る必要がある・
金星（南20りと土星との會合．
冬至・之より次第に日が長くなる・
天王星（南5038つと月と會合
水星が降交配
金星が昇交黒占・
金星最大光輝・光度負4・4等・地球よりの距離3400，0000里・
80 天界152
　　　　　　　　　　　本年十＝月の夜の天室
　　　　　　　　　　　　　（値星時Sid・・ea正Time　2時）
日本の申央部（京阪紳地方）で
　　　　　　　　12月1日ならば午後9時　　　15日ならば午後8時
東京は約15分早く，輻岡は約20分熱く現はる．但し時刻は日本中央標準時
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　　　　　　　　　　　III一一十二月の霊室
　冬の星はよくまたX〈・木枯しの吹くたびに人は膿をちy“め星はまたエく．西の空
には白鳥座の大十字架をなごりとして夏の吃々は没してしまった後である．北の空に
はカシオペヤ座のWが地雫の方向にひらいて北極星を指し示してみる・銀河はぼv束：
西に流れWから（ごルセウスそれから黄金色に輝くカペラをもつ駅者座を貫き双子座と
オリオンの間を遮って東の地雫に入る・東の地準の上に花火の襟に縫にならんだ3っ
の星がオリオンの3つ星である・3っ星の南には青い色の一等星リゲルがありその聞
にぼんやり見えてみるのがオリオンの大星霧である・天頂のすぐ東にはプレヤデスの
星々が葡萄の房の如くかたまって輝いてみる・オリオン座の下方に目2射る如く輝く
星は天狼星である・
